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変更後（新） 変更前（旧） 

第１節 外来医療計画の基本的な考え方（計画の趣旨） 

○ 外来医療については、その中心的な担い手である無床診療所の開設状況が都市

部に偏り、また、救急医療提供体制の構築、グループ診療の実施、放射線装置の

共同利用等の医療機関の連携の取組が、個々の医療機関の自主的な取組に委ねら

れているという状況にあります。 

○ このような中、平成 30 年に成立した「医療法及び医師法の一部を改正する法

律」（平成 30 年法律第 79 号）により、「外来医療に係る医療提供体制の確保に関

する事項」を定めることとなり、本県においても、令和２年３月に、医療計画の

一部として、「外来医療計画（計画期間：令和２年度～令和５年度）」を策定しま

した。 

○ 外来医療計画の基本的な考え方は、地域ごとの外来医療機能の偏在等の情報

を、新たに開業しようとする医療関係者等が自主的な経営判断に当たって有益な

情報として参照できるよう可視化して提供することで、個々の医師の行動変容を

促し、偏在是正につなげていくというものです。 

○ 今回、新たな外来医療計画の策定に当たっては、厚生労働省が定める「外来医

療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン（以下「ガイドライン」とい

う。）」に基づき、外来医療に係る医療提供体制の確保の方針や施策等を定めるこ

ととしています。なお、この計画の期間は、令和９年度から令和１１（2029）年

度までの３年間とします。  

 

 

 

 

 

 
 

第１節 外来医療計画の基本的な考え方（計画の趣旨） 

○ 外来医療については、その中心的な担い手である無床診療所の開設状況が都市

部に偏り、また、救急医療提供体制の構築、グループ診療の実施、放射線装置の

共同利用等の医療機関の連携の取組が、個々の医療機関の自主的な取組に委ねら

れているという状況にあります。 

○ このような中、平成 30 年に成立した「医療法及び医師法の一部を改正する法

律」（平成 30 年法律第 79 号）により、「外来医療に係る医療提供体制の確保に関

する事項」を定めることとなり、本県においても、令和２年３月に、医療計画の

一部として、「外来医療計画（計画期間：令和２年度～令和５年度）」を策定しま

した。 

○ 外来医療計画の基本的な考え方は、地域ごとの外来医療機能の偏在等の情報

を、新たに開業しようとする医療関係者等が自主的な経営判断に当たって有益な

情報として参照できるよう可視化して提供することで、個々の医師の行動変容を

促し、偏在是正につなげていくというものです。 

○ 今回、新たな外来医療計画の策定に当たっては、厚生労働省が定める「外来医

療に係る医療提供体制の確保に関するガイドライン（以下「ガイドライン」とい

う。）」に基づき、外来医療に係る医療提供体制の確保の方針や施策等を定めるこ

ととしています。また、この計画の期間は、令和６年度から令和８（2026）年度

までの３年間とし、外来医療に係る医療提供体制は比較的短期間に変化しうるこ

とから、以降も３年ごとに見直しを行うこととします。  

資料７
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第２節 現状及び課題 

１ 区域の設定  （略） 

 

２ 外来医師偏在指標と外来医師多数区域の設定 

○ 外来医療機能の偏在・不足等の客観的な把握に当たっては、外来医療機能の多

くは診療所で提供されていることから、厚生労働省が算定した「外来医師偏在指

標」を使用します。 

※ 外来医師偏在指標＝「人口 10 万人当たり診療所医師数」に、５つの要素（医療需要

（ニーズ）及び人口構成とその変化、患者の流出入等、へき地等の地理的条件、医師の

性別・年齢分布、医師偏在の種別（区域、入院／外来））を考慮して算定  

○ 外来医師偏在指標の値が、全国の二次医療圏（330 医療圏）の中で上位 33.3%に

該当する二次医療圏を、外来医師多数区域として設定します。  

○ 本県における外来医師偏在指標は次のとおりです。本県においては、全ての二

次医療圏が外来医師多数区域となります。 

区域 外来医師偏在指標 全国順位 外来医師多数区域 

全国 115.7 ― ― 

東部医療圏 137.7 30 ◯ 

中部医療圏 133.6 37 ◯ 

南部医療圏 119.8 73 ◯ 

豊肥医療圏 154.5 8 ◯ 

西部医療圏 127.9 51 ◯ 

北部医療圏 114.8 96 ◯ 
 

第２節 現状及び課題 

１ 区域の設定  （略） 

 

２ 外来医師偏在指標と外来医師多数区域の設定 

○ 外来医療機能の偏在・不足等の客観的な把握に当たっては、外来医療機能の多

くは診療所で提供されていることから、厚生労働省が算定した「外来医師偏在指

標」を使用します。 

※ 外来医師偏在指標＝「人口 10 万人当たり診療所医師数」に、５つの要素（医用需要

（ニーズ）及び人口構成とその変化、患者の流出入等、へき地等の地理的条件、医師の

性別・年齢分布、医師偏在の種別（区域、入院／外来））を考慮して算定  

○ 外来医師偏在指標の値が、全国の二次医療圏（335 医療圏）の中で上位 33.3%に

該当する二次医療圏を、外来医師多数区域として設定します。  

○ 本県における外来医師偏在指標は次のとおりです。本県においては、全ての二

次医療圏が外来医師多数区域となります。 

区域 外来医師偏在指標 全国順位 外来医師多数区域 

全国 112.2 ― ― 

東部医療圏 124.6 46 ◯ 

中部医療圏 121.3 54 ◯ 

南部医療圏 115.0 79 ◯ 

豊肥医療圏 144.4 15 ◯ 

西部医療圏 111.0 97 ◯ 

北部医療圏 110.5 99 ◯ 
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○ また、大半の診療所が１人の医師によって運営されており、診療所数と診療所

の医師数は１：１に近い傾向にあることから、外来医師偏在指標は診療所の偏在

状況を示す指標としても使用可能であると考えます。 

○ なお、外来医師偏在指標は、医師の絶対的な充足状況を示すものではなく、あ

くまでも相対的な偏在の状況を表すものであることや診療科毎の状況を表してい

ないことに留意が必要です。 

 

３ 県全域の概況 

（１）人口の将来推計 （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 本県の 2024 年 10 月 1日現在の一般診療所数は、931 診療所、人口 10 万人当

たりでは 85.8 で、全国の 85.0 よりやや多くなっています。  

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 973 972 965 939 947 931 

人口 10 万人対 81.7 83 83.8 83.6 86.4 85.8 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

 

 

○ また、大半の診療所が１人の医師によって運営されており、診療所数と診療所

の医師数は１：１に近い傾向にあることから、外来医師偏在指標は診療所の偏在

状況を示す指標としても使用可能であると考えます。 

○ なお、外来医師偏在指標は、医師の絶対的な充足状況を示すものではなく、あ

くまでも相対的な偏在の状況を表すものであることや診療科毎の状況を表してい

ないことに留意が必要です。 

 

３ 県全域の概況 

（１）人口の将来推計 （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 本県の 2021 年 10 月 1日現在の一般診療所数は、960 診療所、人口 10 万人当

たりでは 86.2 で、全国の 83.1 よりやや多くなっています。  

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 965 973 972 965 939 960 

人口 10 万人対 80.4 81.7 83 83.8 83.6 86.1 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 
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（３）医師数の推移 

○ 県内の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、3,267 人とな

っており、人口 10 万人当たりでは 301.1 人と、全国平均の 267.4 人を上回っ

ています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 3,054 3,115 3,148 3,227 3,298 3,267 

人口 10 万対 260.8 268.5 275.2 287.1 297.9 301.1 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

（３）医師数の推移 

○ 県内の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、3,227 人と増

加傾向にあり、人口 10 万人当たりでみても 287.1 人と、全国平均の 256.6 人

を上回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 2,931 3,040 3,054 3,115 3,148 3,227 

人口 10 万対 245.0 256.5 260.8 268.5 275.2 287.1 

人口 10 万対（全国） 219 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 
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【参考】診療所医師の平均年齢の推移             （単位：歳） 

 

【参考】外来患者 10 万人対医療施設数（令和６年） 

  医療施設数 外来患者延数 外来患者 10 万人対医療施設数 

圏域名 病院 一般診療所 病院 一般診療所 病院 一般診療所 

大分県 150 931 4,482,049 9,719,820 3.3 9.6 

東部 33 173 950,532 1,524,479 3.5 11.3 

中部 62 461 1,874,144 5,410,034 3.3 8.5 

南部 8 55 329,133 392,204 2.4 14.0 

豊肥 6 53 256,760 382,971 2.3 13.8 

西部 20 70 474,897 586,485 4.2 11.9 

北部 21 119 596,583 1,423,647 3.5 8.4 

全国 8,060 105,207 339,753,794 1,195,599,480 2.4 8.8 

  医療施設数：厚生労働省「医療施設調査」2024 年 10 月 1 日現在の病院数及び一般診療所数 

  外来患者延数：ＮＤＢの令和６年４月から令和７年３月までの診療分データ（12 か月）に基づき抽

出・集計したもの。                                                                      

                   

【参考】診療所医師の平均年齢の推移             （単位：歳） 

 

 

【参考】外来患者 10 万人対医療施設数（令和 2 年） 

  医療施設数 外来患者延数 外来患者 10 万人対医療施設数 

圏域名 病院 一般診療所 病院 一般診療所 病院 一般診療所 

大分県 153 939 4,689,504 10,065,342 3.3 9.3 

東部 34 176 1,020,749 1,638,447 3.3 10.7 

中部 62 453 1,903,414 5,438,580 3.3 8.3 

南部 8 57 328,436 429,110 2.4 13.3 

豊肥 6 54 286,551 449,425 2.1 12.0 

西部 20 71 493,288 655,554 4.1 10.8 

北部 23 128 657,066 1,454,226 3.5 8.8 

全国 8,238 102,612 ＊ ＊ ＊ ＊ 

医療施設数：     医療施設調査（2020 年）10 月 1 日現在の病院数及び一般診療所数 

外来患者延数：ＮＤＢの平成 31 年４月から令和２年３月までの診療分データ（12 か月）に基づき抽

出・集計したもの。全国の外来患者延数は不詳値があるため「＊」とし、全国の外来患者 10 万人対医

療施設数についても不詳「＊」としている。 
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【参考】外来患者 10 万人対医療施設従事医師数（令和６年） 

  
医療施設従事医師数 外来患者延数 

外来患者 10 万人対 

医療施設従事医師数 

圏域名 病院 一般診療所 病院 一般診療所 病院 一般診療所 

大分県 2,221 1,046 4,482,049 9,719,820 49.6 10.8 

東部 486 179 950,532 1,524,479 51.1 11.7 

中部 1,277 581 1,874,144 5,410,034 68.1 10.7 

南部 106 45 329,133 392,204 32.2 11.5 

豊肥 64 48 256,760 382,971 24.9 12.5 

西部 86 61 474,897 586,485 18.1 10.4 

北部 202 132 596,583 1,423,647 33.9 9.3 

全国 219,393 111,699 339,753,794 1,195,599,480 64.6 9.3 

  医療施設従事医師数：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」2024 年 12 月末現在の医療施設

（病院及び診療所）従事医師数 

  外来患者延数：ＮＤＢの令和６年４月から令和７年３月までの診療分データ（12 か月）に基づき抽

出・集計したもの。                                                                      

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考】外来患者 10 万人対医療施設従事医師数（令和 2年） 

  
医療施設従事医師数 外来患者延数 

外来患者 10 万人対 

医療施設従事医師数 

圏域名 病院 一般診療所 病院 一般診療所 病院 一般診療所 

大分県 2,230 997 4,689,504 10,065,342 47.6 9.9 

東部 494 173 1,020,749 1,638,447 48.4 10.6 

中部 1,291 542 1,903,414 5,438,580 67.8 10.0 

南部 98 46 328,436 429,110 29.8 10.7 

豊肥 59 49 286,551 449,425 20.6 10.9 

西部 98 58 493,288 655,554 19.9 8.8 

北部 190 129 657,066 1,454,226 28.9 8.9 

全国 216,474 107,226 ＊ ＊ ＊ ＊ 

  医療施設    数：     医療施設調査（2020 年）10 月 1 日現在の病院数及び一般診療所数 

  

 外来患者延数：ＮＤＢの平成31年４月から令和２年３月までの診療分データ（12 か月）に基づき抽

出・集計したもの。全国の外来患者延数は不詳値があるため「＊」とし、全国の外来患者 10万人対医

療施設従事医師数についても不詳「＊」としている。 
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４ 東部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 東部医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、173 診療所、人口 10

万人当たりでは 90.5 で、全国の 85.0 より多くなっています。 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 東部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、665 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 348.8 人と、全国平均の 267.4 人を上

回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 624 659 662 667 665 665 

人口 10 万対 293.8 314.8 322.3 335.1 341.2 348.8 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 194 189 188 176 176 173 

人口 10 万人対 89.0 89.0 90.7 88.4 91.0 90.5 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

４ 東部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 東部医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、183 診療所、人口 10

万人当たりでは 92.7 で、全国の 83.1 より多くなっています。 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 東部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、667 人

と増加傾向にあり、人口 10 万人当たりでみても 335.1 人と、全国平均の 

256.6 人を上回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 595 615 624 659 662 667 

人口 10 万対 270.6 284.5 293.8 314.8 322.3 335.1 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

 資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 193 194 189 188 176 183 

人口 10 万人対 86.3 89.0 89.0 90.7 88.4 92.7 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 
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変更後（新） 変更前（旧） 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

東部 
1 2 16 46 59 39 16 179 86 

(0.56) (1.12) (8.94) (25.70) (32.96) (21.79) (8.94) (100.00) (48.04) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

５ 中部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 中部医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、461 診療所、人口 10

万人当たりでは 83.7 で、全国の 85.0 よりやや少なくなっています。 

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 457 461 458 453 465 461 

人口 10 万人対 80.1 80.9 80.8 80.8 84.0 83.7 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 
 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

東部 
0 6 23 46 58 23 17 173 69 

(0.00) (3.47) (13.29) (26.59) (33.53) (13.29) (9.83) (100.00) (39.88) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 

 

５ 中部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 中部医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、465 診療所、人口 10

万人当たりでは 83.1 で、全国と同水準となっています。 

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 445 457 461 458 453 465 

人口 10 万人対 78.4 80.1 80.9 80.8 80.8 83.1 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（３）医師数の推移 

○ 中部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、1,858 

人となっており、人口 10 万人当たりでは 337.6 人と、全国平均の 267.4 人を

上回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 1,713 1,741 1,771 1,833 1,903 1,858 

人口 10 万対 300.6 306.3 313.2 326.9 342.3 337.6 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

中部 
1 22 77 159 187 106 29 581 224 

(0.17) (3.79) (13.25) (27.37) (32.19) (18.24) (4.99) (100.00) (38.55) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

６ 南部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 
 

（３）医師数の推移 

○ 中部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、1,833 

人と増加傾向にあり、人口 10 万人当たりでみても 326.9 人と、全国平均の 

256.6 人を上回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 1,644 1,713 1,713 1,741 1,771 1,833 

人口 10 万対 288.3 300.1 300.6 306.3 313.2 326.9 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

中部 
0 13 81 182 170 69 27 542 185 

(0.00) (2.40) (14.94) (33.58) (31.37) (12.73) (4.98) (100.00) (34.13) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 

 

６ 南部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（２）一般診療所数の推移 

○ 南部医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、55 診療所、人口 10 万

人当たりでは 89.0 で、全国の 85.0 よりやや多くなっています。  

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 61 59 60 57 55 55 

人口 10 万人対 80.2 80.5 85.6 85.3 87.2 89.0 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 南部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、151 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 245.3 人と、全国平均の 267.4 人を下

回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 141 131 131 144 145 151 

人口 10 万対 192.5 184.2 189.8 215.4 225.9 245.3 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 
 

（２）一般診療所数の推移 

○ 南部医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、56 診療所、人口 10 万

人当たりでは 85.2 で、全国の 83.1 よりやや多くなっています。  

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 62 61 59 60 57 56 

人口 10 万人対 79.3 80.2 80.5 85.6 85.3 85.2 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 南部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、144 人

と減少傾向にあり、人口 10 万人当たりでみても 215.4 人と、全国平均の 

256.6 人を下回っています。 

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 133 140 141 131 131 144 

人口 10 万対 172.8 186 192.5 184.2 189.8 215.4 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 
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変更後（新） 変更前（旧） 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

南部 
0 0 6 9 15 12 3 45 20 

(0.00) (0.00) (13.33) (20.00) (33.33) (26.67) (6.67) (100.00) (44.44) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

７ 豊肥医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 豊肥医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、53 診療所、人口 10 万

人当たりでは 107.2 で、全国の 85.0 より多くなっています。  

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 59 55 56 54 55 53 

人口 10 万人対 93.8 91.6 98.5 100.0 108.6 107.2 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

南部 
0 1 3 12 17 8 5 46 21 

(0.00) (2.17) (6.52) (26.09) (36.96) (17.39) (10.87) (100.00) (45.65) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 

 

７ 豊肥医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 豊肥医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、54 診療所、人口 10 万

人当たりでは 103.6 で、全国の 83.1 より多くなっています。  

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 55 59 55 56 54 54 

人口 10 万人対 83.9 93.8 91.6 98.5 100.0 103.6 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（３）医師数の推移 

○ 豊肥医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、112 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 228.1 人と、全国平均の 267.4 人を下

回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 100 113 115 108 109 112 

人口 10 万対 166.5 195.1 206.9 199.9 211.7 228.1 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

豊肥 
0 0 6 14 16 8 4 48 21 

(0.00) (0.00) (12.50) (29.17) (33.33) (16.67) (8.33) (100.00) (43.75) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

８ 西部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 
 

（３）医師数の推移 

○ 豊肥医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、108 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 199.9 人と、全国平均の 256.6 人を下

回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 107 107 100 113 115 108 

人口 10 万対 167.5 172.5 166.5 195.1 206.9 199.9 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

豊肥 
1 1 6 18 17 4 2 49 14 

(2.04) (2.04) (12.24) (36.73) (34.69) (8.16) (4.08) (100.00) (28.57) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 

 

８ 西部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（２）一般診療所数の推移 

○ 西部医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、70 診療所、人口 10 万

人当たりでは 87.6 で、全国の 85.0 より多くなっています。  

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 75 77 73 71 70 70 

人口 10 万人対 77.2 82.4 81.6 83.0 86.1 87.6 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 西部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、147 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 184.6 人と、全国平均の 267.4 人を下

回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 152 154 152 156 150 147 

人口 10 万対 162.7 169.7 173.4 182.2 181.9 184.6 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

 

 
 

（２）一般診療所数の推移 

○ 西部医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、71 診療所、人口 10 万

人当たりでは 84.8 で、全国の 83.1 より多くなっています。  

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 76 75 77 73 71 71 

人口 10 万人対 75.8 77.2 82.4 81.6 83.0 84.8 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

 

（３）医師数の推移 

○ 西部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、156 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 182.2 人と、全国平均の 256.6 人を下

回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 150 157 152 154 152 156 

人口 10 万対 152.4 163.3 162.7 169.7 173.4 182.2 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 
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変更後（新） 変更前（旧） 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

西部 
0 2 5 9 23 12 10 61 35 

(0.00) (3.28) (8.20) (14.75) (37.70) (19.67) (16.39) (100.00) (57.38) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

９ 北部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 北部医療圏の 2024 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、119 診療所、人口 10

万人当たりでは 78.3 で、全国の 85.0 より少なくなっています。  

 
2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2023 年 2024 年 

一般診療所数 127 131 130 128 126 119 

人口 10 万人対 76.1 79.9 80.7 81.1 81.8 78.3 

人口 10 万人対（全国） 77.9 79.1 80.1 81.3 84.4 85.0 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

西部 
0 0 6 10 23 14 5 58 32 

(0.00) (0.00) (10.34) (17.24) (39.66) (24.14) (8.62) (100.00) (55.17) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 

 

９ 北部医療圏の概況 

（１）人口の将来推計  （略） 

 

（２）一般診療所数の推移 

○ 北部医療圏の 2021 年 10 月 1 日現在の一般診療所数は、131 診療所、人口 10

万人当たりでは 83.9 で、全国の 83.1 よりやや多くなっています。  

 
2008 年 2011 年 2014 年 2017 年 2020 年 2021 年 

一般診療所数 134 127 131 130 128 131 

人口 10 万人対 79.2 76.1 79.9 80.7 81.1 83.9 

人口 10 万人対（全国） 77.6 77.9 79.1 80.1 81.3 83.1 

資料：厚生労働省「医療施設調査」 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（３）医師数の推移 

○ 北部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2024 年 12 月末現在で、334 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 220.0 人と、全国平均の 267.4 人を下

回っています。  

 
2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 

医師数 324 317 317 319 326 334 

人口 10 万対 197.5 195.6 198.3 202.2 210.0 220.0 

人口 10 万対（全国） 233.6 240.1 246.7 256.6 262.1 267.4 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

北部 
1 5 22 26 44 25 9 132 51 

(0.76) (3.79) (16.67) (19.70) (33.33) (18.94) (6.82) (100.00) (38.64) 

大分

県 

3 31 132 263 344 202 71 1,046 437 

(0.29) (2.96) (12.62) (25.14) (32.89) (19.31) (6.79) (100.00) (41.78) 

全国 

(参考) 

432 7,221 18,478 27,109 31,845 20,720 5,894 111,699 42,953 

(0.39) (6.46) (16.54) (24.27) (28.51) (18.55) (5.28) (100.00) (38.45) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和６年） 

 

 
 

（３）医師数の推移 

○ 北部医療圏の医師数（医療施設従事者数）は 2020 年 12 月末現在で、319 人

となっており、人口 10 万人当たりでは 202.2 人と、全国平均の 256.6 人を下

回っています。  

 
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018 年 2020 年 

医師数 302 308 324 317 317 319 

人口 10 万対 180.6 185.5 197.5 195.6 198.3 202.2 

人口 10 万対（全国） 219.0 226.5 233.6 240.1 246.7 256.6 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）」 

 

【参考】診療所医師数（年齢階級別） 

単位：人、カッコ（）内は割合 

圏域 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 
合計 

うち 65

歳以上 

北部 
0 1 16 37 33 28 14 129 61 

(0.00) (0.78) (12.40) (28.68) (25.58) (21.71) (10.85) (100.00) (47.29) 

大分

県 

1 22 135 305 318 146 70 997 382 

(0.10) (2.21) (13.54) (30.59) (31.90) (14.64) (7.02) (100.00) (38.31) 

全国 

(参考) 

309 5,053 18,212 28,495 31,835 16,897 6,425 107,226 38,297 

(0.29) (4.71) (16.98) (26.57) (29.69) (15.76) (5.99) (100.00) (35.72) 

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和 2年） 
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変更後（新） 変更前（旧） 

第３節 今後の施策の方向 

１ 新規開業者等に対する情報提供  （略） 

 

２ 新規開業者への対応 

○ 外来医師多数区域においては、原則として、新規開業者に対し、地域で不足す

る外来医療機能を担うことを求めることとします。 

○ 地域医療構想調整会議等における協議の結果、具体的には、以下の機能を担う

よう求めます。 

東部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種） 

中部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種）         

南部 初期救急医療                 

豊肥 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種）         

西部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医）   

                   

北部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医）  

                                

          

○ 新規開業の届出様式には、当該地域で不足する外来医療機能を担うことに合意

する旨の記載欄を設けます。 

 

 

 
 

第３節 今後の施策の方向 

１ 新規開業者等に対する情報提供  （略） 

 

２ 新規開業者への対応 

○ 外来医師多数区域においては、原則として、新規開業者に対し、地域で不足す

る外来医療機能を担うことを求めることとします。 

○ 地域医療構想調整会議等における協議の結果、具体的には、以下の機能を担う

よう求めます。 

東部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種） 

中部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種）、介護認定審査会 

南部 初期救急医療、介護認定審査会、准看護学校講師 

豊肥 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医、 

予防接種）、介護認定審査会 

西部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医）、

介護認定審査会、准看護学校講師、検死 

北部 初期救急医療、在宅医療、公衆衛生に係る医療（産業医、学校医）、

小児健診、介護認定審査会、地域保健委員会、老人ホーム入所判定委

員会、地域ケア会議 

○ 新規開業の届出様式には、当該地域で不足する外来医療機能を担うことに合意

する旨の記載欄を設けます。 
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変更後（新） 変更前（旧） 

３ 県民等への情報提供 

○ 外来機能報告から入手可能なデータやかかりつけ医機能報告より把握される情

報を活用し、地域の外来医療の提供状況について把握するとともに、地域におけ

る外来医療提供体制の在り方について、各地域医療構想調整会議において検討を

行います。 

○ 地域において特に必要とされる外来医療に関する事項を、各地域医療構想調整

会議において関係者との協議を行い、その結果をとりまとめ、公表、周知しま

す。  

○ 各地域医療構想調整会議において、医療資源を重点的に活用する外来（紹介受

診重点外来）を地域で基幹的に担う医療機関（以下「紹介受診重点医療機関」と

いう。）を選定するとともに、紹介受診重点医療機関の名称等の情報を県のホー

ムページで掲載し、県民の医療機関の選択を支援します。 

○ また、かかりつけ医機能（身近な地域における日常的な診療、疾病の予防のた

めの措置その他の医療の提供を行う機能）を十分に理解した上で、自ら適切に医

療機関を選択できるよう、県民･患者への情報提供の充実･強化を図ります。 

 

４ 協議の場  （略） 

 

第４節 医療機器の効率的な活用 

１ 医療機器の効率的な活用に関する考え方  （略） 

 

２ 医療機器の配置・保有状況 

（１）医療機器の配置状況に関する指標 

○ 地域の医療機器のニーズを踏まえて地域ごとの医療機器の配置状況を医療機器

の項目ごとに可視化する指標を作成することとします。 

 

３ 県民等への情報提供 

○ 外来機能報告から入手可能なデータ                   

を活用し、地域の外来医療の提供状況について把握するとともに、地域におけ

る外来医療提供体制の在り方について、各地域医療構想調整会議において検討

を行います。 

（新設） 

 

 

○ 各地域医療構想調整会議において、医療資源を重点的に活用する外来（紹介受

診重点外来）を地域で基幹的に担う医療機関（以下「紹介受診重点医療機関」と

いう。）を選定するとともに、紹介受診重点医療機関の名称等の情報を県のホー

ム ージで掲載し、県民の医療機関の選択を支援します。 

○ また、かかりつけ医機能（身近な地域における日常的な診療、疾病の予防のた

めの措置その他の医療の提供を行う機能）を十分に理解した上で、自ら適切に

医療機関を選択できるよう、県民･患者への情報提供の充実･強化を図ります。 

 

４ 協議の場  （略） 

 

第４節 医療機器の効率的な活用 

１ 医療機器の効率的な活用に関する考え方  （略） 

 

２ 医療機器の配置・保有状況 

（１）医療機器の配置状況に関する指標 

○ 地域の医療機器のニーズを踏まえて地域ごとの医療機器の配置状況を医療機器

の項目ごとに可視化する指標を作成することとします。 
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変更後（新） 変更前（旧） 

○ その際、医療機器のニーズは、医療機器の項目ごと、性・年齢別ごとに大きな

差があることから、医療機器の項目ごと及び地域ごとに性・年齢構成を調整した

人口当たり機器数を用いて指標を作成します。 

○ 本県における調整人口当たりの医療機器の保有状況は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「医療施設調査（令和５年）」 

※表記の「－」は台数が無い場合、「０」は台数があっても検査件数が無い場合     

○ その際、医療機器のニーズは、医療機器の項目ごと、性・年齢別ごとに大きな

差があることから、医療機器の項目ごと及び地域ごとに性・年齢構成を調整した

人口当たり機器数を用いて指標を作成します。 

○ 本県における調整人口当たりの医療機器の保有状況は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

出展：厚生労働省「医療施設調査（令和 2 年）」 ※表記の「－」は台数が無い場合、

「０」は台数があっても検査件数が無い場合、「＊」はデータ秘匿マーク 
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変更後（新） 変更前（旧） 

（２）医療機器の保有状況等に関する情報  （略） 

 

３ 共同利用の方針  （略） 

 

４ 協議の場  （略） 

 

（削除） 

（２）医療機器の保有状況等に関する情報  （略） 

 

３ 共同利用の方針  （略） 

 

４ 協議の場  （略） 

 

第５節 外来医療計画の推進 

１ 計画の周知 

○ 本計画の趣旨と内容について、県のホームページに掲載するとともに、様々な

機会を利用して周知を行うこと等によって、県民をはじめ、市町村、医療機関、

関係団体等の理解と協力を得るよう努めます。 

 

２ 計画の推進 

○ 各地域医療構想調整会議において、外来医療提供体制についての協議を行い、

必要に応じて施策の見直しを図ります。 

○ 外来医療計画の期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間としますが、

外来医療に係る医療提供体制は比較的短期間に変化しうることから、３年ごとに

見直しを行うこととします。 

 

 

 

 

 
 

 


